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 参加者の対応 

①  参加者は大会・イベント開始前に検温をし、その他必要事項を運営側に報告をする 

こと。 

②  試合中には十分な距離を確保しながらマスクを外してプレーを行うが，試合の前後

では マスクを着用すること。 

③  会場内では他人との距離を 2 メートル確保すること．また，コート内においてもでき

るだ け 2 メートルを確保するよう努力するとともに，ペアで話をする際には，対面し

ないようにすること。 

④  試合前のアップおよび試合において、選手が密集・密接する円陣や声出し、整列な

どは 控えること。 

⑤  試合開始前の挨拶、トスおよび試合後の挨拶はネットから１ｍ以上離れて行うこと。

また 試合後の選手間での握手も禁止とすること。 

⑥  ペアなどとのハイタッチや握手は行わず、至近距離での声掛けも行わないこと。 

⑦  団体戦においてコートに入場できるのは対戦する選手と、ベンチコーチの監督のみ

とし、 待機選手はコート外で一定間隔を保ち応援するよう努力すること。 

⑧  一般の応援者については、観客席が「密」にならないように、一定の距離を保って観

戦するよう、チームごとで応援者に注意喚起を行うこと。 

⑨  用具、用品（ラケット、タオル、ウェアなど）のシェアをしないこと。また、マイボトルを 

用意し，チーム内でのコップの共有，使い回しを行わないこと。 

⑩  選手及び審判は試合終了の度に、こまめな手洗いを行うこと。 

⑪  チーム内などにおいて、感染者が発生した場合は、チームを活動停止するとともに

大会への出場を中止し、関係者に連絡すること。 

その他 

①  飲食については、周囲の人となるべく距離をとって対面を避け、会話は控えめにす

るこ と。 

②  飲みきれなかったスポーツドリンクなどを指定場所以外に捨てないこと。 

③  会場で発生したゴミは各自持ち帰ること。 

④  会場内におけるマスク未着用時の咳エチケットの励行、および唾、痰を吐く行為を 

厳禁とする。 


